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＜連絡事項＞

· 本日14：00より、遠藤里菜様見学。三戸郡地域生活支援センター職員が同伴。

· 賞与コメントの配布が本日まで。各自貰いに行く事。貰いに行けないスタッフは本部総務まで連絡し、取りに行く事。

· 12月30日（火）納め会。スタッフは出席してください。

＜外来情報＞

・大久保　律子様～特に変わりはないとの事。内服4週間分処方

・沢田　三郎様～年末年始は自宅で過ごすとの事。内服2週間分処方

・横町　浩　様～状態はよくなってきているとの事。24日の通所のクリスマス忘年会では余興で歌を歌い、楽しかったと話している。年末年始は場所は決めていないがどこかに出掛けるとの事。内服2週間分処方

・田名部　一樹様～年末年始に甘酒を飲んでも良いか確認行なっている。本人はアルコールと内服の関係を考え、「後遺症（副作用）が気になる」と話している。主治医より、内服時間を調整してみてはどうかと言われるが、服用は定時に行ないたいと本人希望している。そのため、飲んで不快となるようなら飲まなければ良いとのことで、「飲んでみる。」と話している。内服2週間分処方。

・島浦　美千男様～先週採血実施している。HbA1c6.1とやや高値であったが、気にするほどではないとの事。以前の検査でカリウム低値であったが、今回の結果では正常値であった為、処方は中止となっている。その他の検査データは正常。外泊時には、ラピアで買い物をし、母親の見舞いに行ったとの事。元気で安心したと話している。内服2週間分処方。

・関　秀治　様～調子はまずまず良いとの事。目の充血も目立たないが、次回受診まで2週間ある為、点眼薬処方となっている。内服2週間分処方。

・関口　禅　様～特に変わりはないとの事。年末年始は通所利用せず、自宅でゆっくり過ごしたいと話している。

＜通所利用者様情報＞
・荒木地　和弥様～本日定時に来所せず、問診も行っていないため、本人へ電話連絡すると、「今日は

休みます」と話される。理由尋ねるも「休みます」という返答のみであった。欠席する際には定時までに電話連絡をするように伝えている。

・本多　富美　様　ラジオ体操参加後、キッチンスペースにて２人でケーキを摂取している。デイケ

川口八寿子　様  アには、糖尿病の方もおり食事制限している方もいる為、間食はデイケア終了後摂取するよう説明すると「知りませんでした。すいません。」と話すが、理解に乏しい様子見られる。

・本田　英之様～プログラムの時間帯に「卓球をしたい」と話される。プログラムを行った後に時間があれば、卓球を行う事は可能であること伝えると、自らの分担を早々に終了させ、再度「卓球をやってもいいですか。」との質問あり。他メンバーがまだ分担を終わらせていない為、他メンバーが終了するまで卓球は行えない事説明すると、同様の訴え聞かれず、特定他者と椅子に座り、話し込む様子見られている。

・庭野　弘樹様～うみねこ幸房利用が4回/週となり、デイケア退所となる。

・種市　久子様～本人より電話連絡あり、昨日問診終了後児童相談所に長男様の一時帰宅の件で訪問したとの事。しかし、長男様が一時帰宅を拒否したとの事で、電話口で泣いている様子であった。

・田中　正士様～昨日の大掃除プログラムでミーティングルームの机を運ぶ際に、バランスを崩し、転倒しそうであったため、スタッフ介入して転倒には至っていない。

⇒転倒のリスクが高い利用者様の為、歩行状態の確認を行っていく。

・今野　容子様～高橋洋子様に対して、「具合が悪いなら来るな。」など口調の厳しさ見られている。

⇒強い口調見られた際は、その都度スタッフ介入して行く。

・稲垣　フキ様～高橋洋子様に対して、「使った枕を片付けて。」など口調の厳しさ見られている。

⇒強い口調見られた際は、その都度スタッフ介入して行く。

・高橋　洋子様～昨日19：30に娘様から電話連絡あり、本人が「胸が痛い、死にたい。」と訴えており、どのように対応して良いかわからないとの事。娘様は仕事を休むとの事であったので、付き添い様子を見るように伝えている。本日朝は娘様が同伴して来所している。「母が通所には行きたくないと話すが、無理やり連れてきた」との事。その際にスタッフと面談を行っている。自宅では本人に対して怒ってしまうとの事で、怒られた事で本人が身体不調を訴えるのではないかと娘様は話している。また、「仕事と母の世話でどうしたらいいかわからない。」と涙ぐみ話している。1月1日・2日は娘様仕事が休みとの事だったので、娘様の負担を軽減する為にも正月期間通所利用をしてみてはどうかと提案している。

⇒本人の話を傾聴するとともに、娘様の訴えも傾聴して、両者の精神的ストレスを軽減できるよう関わる事。過去に自殺企図は無いとの事であったが、自殺念慮聞かれている為、観察を密に行っていく。

・佐藤　朋子様～1月より勤務時間が増えるとの事で、外来日で仕事の無い木曜日の利用に変更したいとの希望あり。1月より利用日を木曜日に変更する事としている。担当医より了承は得ていると話す。

・古賀　舞　様～昨日見学を行っている。今後の利用について面談を行うと、母様はささクリニックのデイケアを希望しているとの事。本人は「こっちもいいです。」と迷われている様子であり、しばらくは見学を続けたいと希望している。

⇒以上のことを病院PSWに情報提供行う。口調が強い方であるため、見学時は他者とのトラブルに注意していく。次回見学時に今後の通所利用に関して、ご家族様・担当医と相談するよう伝える事。

＜通所利用者様事例検討＞

検討内容：治療計画の見直し、対応について

袴田　淑子様（61）主病名：統合失調症

デイケア利用年数：1年5ヶ月

デイケア治療計画：現在のデイナイトケアの日課がスムーズに行えるように支援していく

現在の状況：①服薬を忘れる事あり、現在はスタッフ声掛けにて服用は確実に行っている状況。声掛けしない場合には、服薬しない恐れあり。

②他者との交流乏しく、プログラムの無い時は廊下をウォ―キングしている。また、プログラムの開始時間になってもロッカー室にいて、プログラムへの参加が遅れることがある。

③食事摂取量が少なく、間食が多い傾向。食事摂取を多くするように話すと、「お菓子を食べるから大丈夫」と摂取量の増加が見られない。

今後の対応：①引き続き、スタッフ声掛けし、確実な服薬をして頂く。

②青風荘よりの情報提供で、本人はトランプをやりたいとの希望あり。トランプを通して他者との交流を持てるように促していく。

③食事の際は、見守り・声掛けをし、食事摂取量の増加を促す。間食については、栄養指導など自らの食生活を振り返ってもらう。

＜年末年始を楽しもう会について＞

スタッフの出勤日に併せて、プログラムの担当を配置。

12月31日
	プログラム
	スタッフ

	手打ちうどん
	服部・中居

	凧作り・福笑い作り
	上野・竹内

	変わり湯
	全出勤スタッフ

	シネマ倶楽部
	全出勤スタッフ


1月1日

	プログラム
	スタッフ

	手巻き寿司
	木村・竹内

	福笑い・双六・凧揚
	上野・兵藤

	書初め
	中居

	メイク
	小松

	変わり湯
	全出勤スタッフ

	シネマ倶楽部
	全出勤スタッフ


1月2日

	プログラム
	スタッフ

	ひっつみ＆きりたんぽ
	川井・山田

	陶芸
	下舘

	百人一首・かるた
	上野

	ピンポン大会
	佐々木

	変わり湯
	全出勤スタッフ

	シネマ倶楽部
	全出勤スタッフ











